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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、北東ユーラシアの4つの少数民族言語（コリマ・ユカギール語、セリクー
プ語、イテリメン語、アリュートル語）を対象に、フィールドワークによる一次資料の収集、データ化のより適切な方
法の研究と文法研究にもとづく言語資料の整理を進めた。4つの言語のデータ化を進めた結果、コリマ・ユカギール語
とアリュートル語については、ロシア語対訳付きテキストを刊行することができた。また、データ化の過程で、所有構
文、分詞・名詞化、否定構造などのテーマに取り組み、文法研究を促進した。さらに、少数民族言語の言語資料の扱い
に関する情報学的な観点からの研究においても一定の成果をあげた。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed at promoting language documentation on Kolyma 
Yukaghir, Selkup, Itelmen and Alutor, severely endangered languages of Northeast Eurasia. During this 
four-year research period, we conducted fieldwork on Selkup, Itelmen and Alutor on the purpose of 
gathering primary data. Linguistic annotations and translation have been added to the transcribed data of 
all four languages. As the outcome of the project, we published texts of Kolyma Yukaghir and Alutor with 
Russian translations, and had investigated some grammatical topics of the languages, such as possessive 
constructions, participles/nominalizations, and negation. Studies of markup rules for minority language 
data were also investigated.

研究分野： 言語学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究課題のメンバーは、北東ユーラシ
ア（シベリア・極東地域）の少数民族言語
の記述研究または情報科学を専門とする研
究者であり、本研究の開始以前から少数民
族言語のドキュメンテーションの方法論の
研究と、研究者間ネットワークの構築を共
同で進めていた。その背景として、次のよ
うな問題意識があった。 
（１）言語研究のための一時資料（音声資
料と映像資料）が十分に蓄積されていない。 
（２）すでに収集された資料も、その公開
が進んでおらず、研究者および現地コミュ
ニティーを含む幅広い人々が言語資料を活
用できる状況になっていない。 
（３）言語資料を国際的なオープンレポジ
トリに登録するために、それに適した形で
資料のデータ化を進める必要がある。 
 
２．研究の目的 
上記のような背景から、本研究では次のよ
うな目標を設定した。 
（１）北東ユーラシアで言語学的フィール
ドワークをおこない、様々な角度から言語
資料を収集する。特に談話資料（テキスト）
の音声・映像による記録に力を入れる。 
（２）データ化の方法に関する研究を共同
で進めながら、収集したテキスト資料を適
切な形でデータ化する。 
（３）データ化した資料を納めるアーカイ
ブ環境を構築する。また、現地コミュニテ
ィーで言語資料を活用してもらうために、
データ化した資料をもとにテキスト集ある
いは語彙集を作成する。 
 
３．研究の方法 
（１）長崎（研究代表者）、小野（研究分担
者）、永山（研究分担者）、はそれぞれ、コ
リマ・ユカギール語（ロシア、サハ共和国
およびマガダン州）とセリクープ語ナリム
方言（ロシア、トムスク州）、イテリメン語
（ロシア、カムチャツカ地方チギリ地区）、
アリュートル語（ロシア、カムチャツカ地
方カラガ地区）のフィールドワークをおこ
ない、可能な限り一次資料を収集する。 
（２）大矢（研究分担者）は言語資料のデ
ータ化の方法・アーカイブ構築について、
国際的標準を調査しながら研究を進める。 
（３）コリマ・ユカギール語とセリクープ
語ナリム方言（長崎）、イテリメン語（小野）、
アリュートル語（永山）のデータ化、すな
わち一次資料の文字化、翻訳の作成、文法

注釈の付与をおこなう。データ化の方法に
関する打ち合わせ会議（ワークショップ）
を複数回おこない、それを各自が研究対象
言語のデータ化に反映させる。 
（４）長崎、小野、永山は、それぞれの研
究対象言語の文法分析を進め、文法注釈付
与と翻訳の作成に生かす。 
 
４．研究成果 
（１）平成 23 年度 
 セリクープ語ナリム方言（調査者：長崎、
調査地：ロシア、トムスク州）、イテリメ
ン語（調査者：小野、調査地：ロシア、カ
ムチャツカ地方）、アリュートル語（調査
者：永山、調査地：ロシア、カムチャツカ
地方）のフィールド調査をおこない、テキ
ストを音声（一部は映像）の形で記録した。
あわせて、文法事項の聞き取り調査、新た
な語彙と文例の収集をおこなった。 
 大矢は、音声ファイル分割ソフトの開発
と言語ドキュメンテーションへの計算機処
理による支援に関する調査を進め、また、
米国（DocEng2011）とドイツ（TEI メンバ
ーミーティング、LDL2012）で国際学会に参
加し、規格化の動向を踏査と言語データの
汎用的な形式への変換手法についての知見
を深めた。これらの研究成果を 2本の研究
論文としてまとめた（主な発表論文(24)、
(26)）。 
 研究打ち合わせ会議を２度開催し、各メ
ンバーの研究進捗状況の報告、資料の整
理・分析に関する意見交換をおこなった。
その際、データ化のために、SIL インター
ナショナルが開発・公開しているソフトウ
ェア FieldWorks Language Explorer（通
称：FLEx）を用いるという方針を決め、各
自、FLEx 上でデータ化の作業を開始した。
小野はイテリメン語のデータ化を進める中
で、その一部を文法分析試案・和訳付きテ
キストとして公開した（主な発表論文(25)）。 
 長崎、永山、小野は共通のテーマとして
所有構文と分詞（形動詞、名詞化）を選び、
文法研究を進めた。この研究成果の一部を
2件の研究発表（学会発表(17)、(18)）、お
よび 3本の研究論文（主な発表論文(21)、
(22)、(23)）としてまとめた。 
 
（２）平成 24 年度 
 セリクープ語ナリム方言（調査者：長崎、
調査地：ロシア、トムスク州）、イテリメ
ン語（調査者：小野、調査地：ロシア、カ
ムチャツカ地方）、アリュートル語（調査



者：永山、調査地：国内）のフィールド調
査をおこない、テキストを音声（一部は映
像）の形で記録した。あわせて、文法事項
の聞き取り調査、新たな語彙と文例の収集
をおこなった。 
 大矢は、2つの国際会議(LREC2012および
DH2012)に参加し、言語資料の作成・処理・
公開・運用、データ規格（特に FLEx データ
なしの変換）に関する最近の動向について
調査を進め、その成果をもとに研究発表を
おこなった（学会発表(15)）。 
 前年度に開始した FLEx 上での資料のデ
ータ化を進めた。また、研究打ち合わせ会
議を 2度開催し、研究進捗状況の相互確認
をおこなった後、大矢が作成した FLEx デー
タと音声データを同期させ、ウェブ上での
テキストの閲覧と視聴を可能にするためプ
ログラムの評価と議論をおこなった。 
 長崎、永山、小野は分詞（形動詞、名詞
化）に関する文法分析をひきつづきおこな
うとともに、既存の資料の評価、語りの内
容分析といった新たな研究にも着手し、そ
の研究成果を 2 件の研究発表（学会発表
(14)、(16)）、および 5本の研究論文（主な
発表論文(16)、(17)、(18)、(19)、(20)）
としてまとめた。 
 
（３）平成 25 年度 
 セリクープ語ナリム方言（調査者：長崎、
調査地：ロシア、トムスク州）、イテリメ
ン語（調査者：小野、調査地：ロシア、カ
ムチャツカ地方）、アリュートル語（調査
者：永山、調査地：国内）のフィールド調
査をおこない、テキストを音声（一部は映
像）の形で記録した。あわせて、文法事項
の聞き取り調査、新たな語彙と文例の収集
をおこなった。 
 大矢は、言語資料のデータ構造に関する
研究を進め、その成果をもとに研究論文を
発表した（主な発表論文(15)）。 
 FLEx の使用方法の情報交換をしながら、
コリマ・ユカギール語とセリクープ語（長
崎）、イテリメン語（小野）、アリュートル
語（永山）の資料のデータ化をさらに進め
た。長崎はコリマ・ユカギール語のデータ
化を進める中で、その一部を文法分析試
案・和訳付きテキストとして公開した（主
な発表論文(13)）。小野は、FLEx を用いた
辞書作成に関する報告をまとめた（主な発
表論文(14)）。 
 長崎、小野、永山は各自の研究対象言語
の文法分析を進め、その結果を資料のデー

タ化に役立てた。文法分析の成果をもとに
学会・研究会で研究発表をおこない、また、
研究論文をまとめた（学会発表(12)、(13)、
主な発表論文(7)、(8)、(9)、(10)、(11)、 
(12)）。 
 長崎、小野、永山はテキストのデータ化
の成果をもとに、少数民族のフォークロア
に関する論考をまとめ、永山が編者のひと
りとして企画した一般読者向けの論集に投
稿した（図書(3)）。 
 
（４）平成 26 年度 
 セリクープ語ナリム方言（調査者：長崎、
調査地：ロシア、トムスク州）、イテリメ
ン語（調査者：小野、調査地：ロシア、カ
ムチャツカ地方）、アリュートル語（調査
者：永山、調査地：ロシア、カムチャツカ
地方）のフィールド調査をおこない、テキ
ストを音声（一部は映像）の形で記録した。
あわせて、文法事項の聞き取り調査、新た
な語彙と文例の収集をおこなった。特にセ
リクープ語ナリム方言に関しては、研究開
始年度からの 4度の調査で記録した語彙の
表記が妥当かどうか再確認し、今後のデー
タ公開に備えた。 
 大矢は言語調査の一次資料（音声）の情
報学における取り扱いの問題に取り組み、2
つの国際学会（TEI2014 と ICLDC4）におい
て研究発表をおこなった（学会発表(1)、
(9)）。 
 FLEx の使用法と FLEx データの公開用の
フォーマットへの出力に関する調査と情報
交換を進めた。その際に、研究目的③で設
定した「アーカイブ環境の構築」と「紙媒
体でのテキスト集の作成」をどのように実
現するかという議論が出たが、現地コミュ
ニティーへの研究成果の還元が急務である
ことを考慮して、ロシア語対訳付きテキス
ト集の作成と PDF のオンライン上での公開
が適切であるという結論に達した。長崎と
永山はこれにしたがって、コリマ・ユカギ
ール語とアリュートル語のロシア語対訳付
きテキスト集を作成し、本経費で刊行した
（図書(1)、(2)）。 
 長崎、小野、永山は否定構造に関する研
究を共同で進め、日本言語学会第 149 回大
会ワークショップを企画し、各自が研究発
表をおこなった（学会発表(6)、(7)、(8)）、
ワークショップでの議論をもとに、論文を
執筆した（主な発表論文(1)、(2)、(4)、(5)）。
また、前年度までの文法に関する研究の成
果を 6件の研究発表（学会発表(2)、(3)、



(4)、(5)、(10)、(11)）と 2本の研究論文
（主な発表論(3)、(6)）の形でまとめた。 
  
５．主な発表論文等 
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